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心の通った温かい街づくりの推進
～みんなが愛せる足立区をクリエイト～

足立区議会議員　　汐

湯気と慣熟　しかはま昭

平成26年9月21日（月）足立区議会自由民主党・副幹事長とし
て、先陣を切って代表某間をしました。
「区民の皆様が、安心して暮らせる街づくりについて」約45分間、

熱い思いで執行機関に訴えました。

内容く茸間事項）は下記のとおりです。

足立区の財政運営について、区長はどのように評価しているのか？

平成25年度全体の総括とともに合わせて伺う。
「区長答弁」25年度は、経常収支比率が、81．6％に下がった点が

ひとつの象徴です。これまでの人件費や公債費を極力圧縮する自助

努力の成果であると考え、また就任当初約1千億円あった区債残高

を580億円余に圧縮出来たことも良かった点の一つです。

足立区の少子高齢化は地区に無いスピードで進行している。この対応の為、区は専門定型業務の大規模な外部委託に着手し
た。戸籍窓口業務で発生した問題点の根本的な原因についてどう分析しているのか、今後の対応も合わせて伺う。
「宮森内容」一点目は、業務の可視化とその分析が不十分だったためマニュアルに不備が生じた。二点目は、委託業務範囲

の設定が適切ではなかったため、確認しなければ遂行できない業務が含まれてしまった。来年四月までしっかりと是正措置

を行い、人材・財源・サービス・業務改善面での外部化の効果を生み出せるよう図っていきます。

江北エリア・花畑エリアにあるUR都市機構用地は、ともに約4ヘクタールの広大な用地だ。一体的に活用する施設が重要

で、大学病院等の総合病院、大学等の教育施設を積極的に誘致すべきだが、現在までの取り組み・今後の予定を伺う。
「語藤内題＿巨今後の足立区には、発生しない責重な用地です。江北エリアは、現在未着手ですが、高度な医療体制の構築や

小児科・産科などの充実など多くの区民要望も頂いています。花畑エリアは地元からご要望を頂いている大学などの教育機

関は、有効なものの一つであると認識しています。エリアデザイン推進本部において、現状把握し実現の可能性を探ります。

近年、工事請負契約における入札不調件数はどのように推移しているのか？また、事態打開に向けてどう取り組んでいくの
か伺う。
「智弁内容」H25年度は、延べ254件中36件、今年度も8／末現在、111件中18件と増加しております。原因は、

人件費や建築資材費が上昇傾向にあり、事業者が慎重になっている事です。今後は、予定価格の見直しや契約変更等、状況

変化に対応して行きます。また、オリンピック特需などの対応の為、発注時期の調整等工事発注課と連携し、取り組みます。

入谷9丁目に土地建物を取得し、早4年が経過した。本年度は団体規制法の見直しと、観察処分更新年度にあたる。何とし
ても公安調査庁に数多くの署名を集めなければならない。今回の見通しはどうか？また、今後の取り組みはどうか伺う。
「富弁内容」町会・自治会の回覧署名をはじめ、多くの団体からの協力を得て、前回を上回る25万筆以上と見込んでいま

す。今後の予定は、10月末に署名を提出し、11月には抗議行動を行う予定です。

現行の災害時用支援者名簿の改定する形で避難行動要支援者名簿を作成するとともに、災害時要支援者支援プランの更新を

行うとしているが、現在の取り組み状況はどうか伺う。
「雷弁内諾」現在、より活用しやすい名簿とするため、対象者や名簿の記載内容等の見直しを進めており、来年度からは「避

難行動要支援者名簿」として、引き続き、民生・児童委員をはじめ防災関係機関に提供していく予定です。なお、より迅速

な安否確認を行う工夫や情報システムの検討に入っています。
＜裏面に続く＞



社会的孤立を防ぎ、地域ネットワークの構築を目指したこの取り組みも1年8カ月が経過した。8月現在、1／3の町会・自

治会が、調査に取り組んでいるが、残り一年半で終了できるのか？また、役員の高齢化で活動が難しいと思うがどうか？
「答弁内容」町会・自治会には、前向きの捉えて頂いているので全団体実施実現は可能かと思います。高齢化により困難と

なっている団体もありますが、絆のあんしん協力員も増えていますので、協力しつつ対応して参ります。

在宅医療から介護までの一連のサービスを地域において総合的に確保する、医療介護総合推進法が制定された。区はどのよ

うに区民に周知し、問題点（一定所得者が2割負担・特養入所条件が要介護3以上の厳格化）にどう対処するのか伺う。
「答弁内容」未確定な点もありますが、「地域包括ケアシステム」を構築することで、安心して住み続ける仕組みが出来ます。

様々な社会資源を今一度調査、確認し、ネットワークを構築して医療介護連携のための協議会を早期に設置します。

区民の健康寿命は都の平均より2歳も低く、最大の阻害要因が糖尿病であると言われている。「足立区糖尿病対策アクション

プラン」を改訂し、「歯科口腔保健対策編」も出された。この狙いと、どのような効果を見込んでいるのか伺う。
「答弁内容」糖尿病と歯の健康には相互関係があり、歯の健康を高めることは、糖尿病予防にも効果的です。10年間にわ

たり集中的に両プランを盛り込んだ施策を展開し、健康な区民を増やし、活力ある足立区を創造したいと考えています。

西口の伊興町前沼交差点において赤山街道の通行が大幅に制限されている交通計画の案が示された。この計画では、東西の

分断解消も薄らいでしまい大変残念だ。再考する余地はないか伺う。
「答弁内容」地域の意見を充分にお聞きしながら、安全性にも配慮しつつ、赤山街道の車の通行を確保することを目標とし

て、乗京都や警視庁との協議を継続してまいります。

パークゴルフは、 医療費削減の大きな効果が見込め、三世代交流促進などのコミュニケーション効果もある。荒川河川敷の

扇地区で、河川財団が運営すると聞いているがいつから利用できるのか、小中学生・高齢者は料金割引があるのか伺う。
「答弁内容」10月20日のオープンします。割引については区から要望して参ります。区のホームページにも紹介します。

2020年の棄京オリンピック・パラリンピックに向け、 羽田・成田の離着陸回数を増やす機能強化策の案が国土交通省か

ら出された。足立区の上空をどのくらいの高度で通過し、騒音はどのくらいか、また今後のスケジュールはどうか伺う。
「護弁内容」足立区上空の飛行経路は、二つ示されています。一つ日は、北風時の離陸で上空を6，500フィート、二つ目は、

南風時の着陸で5，000フィート、騒音予想値は66～68デシベル程度（モノレールの社内）です。

戦後最大の改革と言われており、 教育の政治的中立性・責任の明確化・危機管理体制の構築・首長との連携強化が図られる。

区長は、教育長を直接任命・罷免出来るなど権限が大きくなったと考えるが、どのようなピジョンを持って臨まれるのか？
「区長答弁」「たくましく生き抜く力」を身につけることを目標に取り組んできた。これからは、子どもたちのコミュニケー

ションカの強化を選り、教員の指導力の強化に取り組みます。今迄と変わらず、課題解決に向け全力で取り組んで参ります。

子ども達が、生まれ育った家庭の事情等によって人生が左右されてしまう事が少なくなく、能力（学力）差は経済的な環境

が影響している。対策本部が設置されたと聞いているが、今後のスケジュールと具体的な施策について伺う。
「答弁内容」貧困が世代を超えて連鎖しないよう対策を検討するため設置しました。10月末までに、幼少期から青年期、

就労に至るまでの施策・事業を見直して、経費並びにプロセスなどの方向性を示し、各部が連携して対策を進めて行きます。

H27／4から新制度がスタートする。内容や仕組みが複雑であるにも関わらず、区民への周知は不十分である。 どう対応し

て行くのか？また、昨年より待機児童数が36名増の330名になった。どう取り組むのか今後のスケジュールを伺う。
「答弁内容」あだち広報・ホームページで周知して行き、事業者にはヒアリングを実施します。また、待機児童対策では、

H26・27年度に認可保育所 5か所、認証保育所2か所などを整備して、定員数を907名分増やします。
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